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イノベーション研究方法論
4月から7月
水（隔週）・18－21
｠
イノベーションと経営・経済・政策
4月から7月
水（隔週）・18－21
｠
先端科学技術とイノベーション
10月から1月
水（隔週）・18－21
｠
イノベーションリサーチセミナーⅠ
4月から7月
土（月 1回）・9－15
｠
イノベーションリサーチセミナーⅡ
10月から1月
土（月 1回）・9－15
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学期
｠
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学期
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イノベーションの経済分析
10月から1月
｠
イノベーションマネジメント
10月から1月

イノベーションと政策・制度　
10月から1月

イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP）事務局
〒186-8603　東京都国立市中2-1

問い合わせ先
一橋大学イノベーション研究センター　IMPP事務局
FAX：042-580-8410　電子メール： impp@iir.hit-u.ac.jp



IMPPが導く革新プロセス

「いかにしてイノベーションを創出するか」。これは、今
や日本だけでなく、世界の国々にとっての共通の課題
となっています。グローバリゼーションに伴う激しい国
際競争と、資本市場からの強い利益圧力に晒される企
業は、長期的な発展を担うイノベーションを創出する力
を急速に失いつつあるように思います。これに対して、
近年、産官学が一体となったイノベーションシステムの
再構築が求められ、主に科学技術の発展を目指してき
た科学技術政策も、経済的・社会的価値の創出を目指
す「イノベーション」を重視する方向に転換しつつありま
す。しかしそうした転換は、政策の適切な策定と実行を
ますます難しくしています。イノベーションが実を結ぶ
までには、多様な経済主体の複雑で社会的な相互作用
があり、その相互作用プロセスの中身を理解しなけれ
ば、政策の効果を的確に予測することができないから
です。
イノベーション研究とは、この中身を理解する研究です。
現場に根ざしたイノベーション研究の深い蓄積が企業
経営や政策に反映されて初めて、国のイノベーション
創出が可能になります。IMPPが目的としているのは、
イノベーション研究と企業経営、そして政策立案との間
に橋を架けることです。国際的に通用するイノベーショ
ン研究の深い知見を持ち、それを企業経営や政策の場
に反映させることができる人材を数多く輩出する。そし
てイノベーションを創出するシステムの革新を適切な
方向に導く。これがIMPPの願いであり、目指す姿です。

プログラムの概要

イノベーションマネジメント・政策プログラム
（Innovation Management and Policy Program：
IMPP）は、経営学や経済学を中心とする社会科学の知
識を身につけながら、
①イノベーションのマネジメントまたは、イノベー
ションを促す政策形成や制度設計に関連するテー
マで独自の研究論文を仕上げ、学術的なフロン
ティアを開拓するとともに、
②民間組織におけるイノベーションのマネジメント
や公的機関における科学技術イノベーション政策
の形成に対して適切かつ重要な影響力を持ちうる
研究人材を養成すること。

を目的とした、博士レベルのサーティフィケートプログ
ラムです。日本および国際社会がイノベーションを生み
出す能力を強化もしくは向上させるうえでの学術的基
盤を担う人材の育成を行う、教育（教員からの学術的
知識の習得）と研究（教員との研究の実施）が一体化し
たプログラムです。

本プログラムは、文部科学省科学技術イノベーション
政策における「政策のための科学」基盤的研究・人材育
成拠点整備事業（領域開拓拠点）による補助を受け運
営するものであり、本プログラムの修了生には、一橋大
学長と一橋大学大学院商学研究科長の連名で修了証
明書（サーティフィケート）が授与されます。

一橋大学大学院商学研究科
イノベーションマネジメント・政策プログラム
選考募集のご案内

修了要件

本プログラムを修了するには、「イノベーションリサー
チセミナーⅠ」「イノベーションリサーチセミナーⅡ」及び
「必修科目」（3科目）、「選択必修科目」（2科目）の受講に
加えて、論文の提出が必要となります（各研究科におけ
る博士課程提出論文の内容と兼ねることができます）。
最短で2年間での修了が可能です。

出願資格

（１）大学院の修士課程(博士前期課程）を修了した者

（２）大学院の専門職学位課程を修了した者

（３）大学院の博士後期課程を修了した者

（４）一定の審査を経て（１）から（３）に相当すると判断
された者

学生募集人員   

5名程度

出願期間   

2月上旬から中旬

在籍期間   

最長3年

受講料   

207,200円 （3年分）

左から青島イノベーション研究センター教授、蓼沼一橋大学長、蜂谷商学研究科長

http://impp.iir.hit-u.ac.jp/

詳しい出願資格、選考方法等は、
イノベーション研究センターホームページを

ご参照ください。


